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真実を見分け、自分の考えを持つ子ども
○進んで工夫し、努力する子ども　　○真心を持って人や物に接する子ども
○美しさを感じとる心の豊かな子ども　○健康や安全に心がけ、進んで体を鍛える子ども

創造性を育む教育と、全人間的な基礎づくり
　初等科の教育は、基礎となる本質を見極め、自主性を大切にしつつ、全人間的な
基礎づくりをねらいとしています。150年近くに及ぶ伝統と校風を尊重しながらも、
形式的因習にとらわれず、いたずらに新奇に走らず、未来を展望して国家と国際社
会に奉仕する一員としての自覚をもつ人間の育成に努めています。
◎学級担任制と教科担任制のよいところを取り入れています

　・どの学年でも専門の教科を指導する専科教員の配置
　・高学年では学級担任が国語、社会、算数の専科として学年全員を指導する完全

専科制の導入
◎自分の担当する学級だけではなく、学年の子ども全員を把握して指導しています

　・学級相互の徹底した情報交換による公平な指導
　・同一進度、同一教具・教材使用による学習展開
　・学級担任に加え、学年付き教員の配置

知育・徳育・体育の調和がとれた教育
　すべての教科の指導を大切にするために、学級担任のほかに、理科、音楽、図工、
家庭、体育、英語は専科教員が担当し、５・６年では、国語、社会、算数も専科的
に指導しています。
　また、クラブ活動・児童会活動の時間を設け、教科や学年の枠を超えた多目的活
動により、自主性・社会性を養っています。

ひろい視野　たくましい創造力
ゆたかな感受性

東京都新宿区

　弘化４年、公家の子弟のための教育機関と

して開講。嘉永 2 年孝明天皇より、「学習院」

の勅額が下賜され正式名称となる。明治 10 年、

華族の学校として東京に開校され、明治天皇

により現在の学習院が創立される。昭和 22 年

に宮内省の手を離れ、私立小学校となり、現

在に至る。

募集人員：男子約 40 人、女子約 40 人

出願期間：ホームページ、 入試要項でお知ら

せします（Web ＋郵送必着）

出願手続き：Web で申し込みをし、所定の書類

を簡易書留で郵送すること。入学願書（所

定の用紙）、写真票など

考査料：30,000 円

選考日：11 月１日～ 11 月５日のいずれか１日

選考内容：簡単な考査、保護者面接

合格発表：11 月 7 日　9:00 ～ 11:00 Web

【費用（２０２６年度参考）】

入学金：300,000 円

維持費：312,000 円（年額）

授業料：774,000 円（年額）

その他：6,000 円（父母会費と輔仁会費、年額）

○学校説明会（四谷キャンパス）5月 9日（土）

　4月下旬から初等科 HP より申し込み

○学校見学会（四谷キャンパス）9月 5日（土）

　初等科 HP より申し込み。

　お子様も一緒に見学していただけます。

※いずれも詳細は初等科ホームページを参照

○ 9月 1日（火）～ 11 日（金）

※詳細は初等科ホームページを参照

◆児童数 約 780 人／教員数 51 人

◆ 26 年度応募者数：約 720 人

◆募集人員：男女各約 40 人（学習院幼稚園か

らの内部進学者、男子 26 人・女子 26 人）

【併設校】

○学習院幼稚園　○学習院中・高等科

○学習院女子中・高等科　○学習院女子大学

○学習院大学

伝統を自らの礎とし、国際社会に貢献できる人を育てる

初等科長　梅田　芳樹　

　本校は、伝統的に、「正直と思いやり」を大切にしています。正直は、嘘を
言わないだけでなく、自分をごまかさない心、正しいことをやりきる力でもあ
ります。思いやる気持ちは、相手を重んじ尊敬することにつながります。また、
本校の国際交流は、単なる異文化理解や英語力増進にとどまらず、自分自身や
日本と向き合い、さらに視野を広げることを目指しています。品格があり、確
かな見識を持ち、たくましい創造力を備えた、国際社会に貢献できる人を育て
ることに、力を尽くしてまいります。

［院　長］耀　英一

［科　長］梅田　芳樹

男 子 女 子 中 高 大

上級学校に
進むには

初等科から中等科・女子中等科へは、原則として全員進学で
きます。
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